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図 6　短期留学報告会 図 7　グローバルカフェ
図 8　図書館カフェ
図 9　留学生メイドカフェイベント
　東北大学の図書館カフェに集う留学生と学生たちを
観察していると，大学という特定のコミュニティの中
に存在するカフェであることから，顔見知り同士の交
流の場として機能している。その点で，街中にあるカ
フェとは異なり，まさに「インフォーマルな公共生活
の中核的環境」であるサードプレイスとして，一定の
役割を果たしつつあると感じている。テーブルの半数
近くを留学生が占めるときもたびたびあり，ここもま
たグローバル学習の場として機能していると実感して
いる。（図 8，図 9）
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図 10　図書館カフェの機能
　そもそもカフェは，読書や単独学習の場であり（従
来の図書館機能），協同学習と知的交流の場でもあった
（ラーニングコモンズ機能）。さらには憩いの場である
という意味で図書館カフェは，従来の図書館とラーニ
ングコモンズの機能を拡張するものであり，また人々
が集う図書館の一つの中心になると考えている。15）（図
10）
　学生が主体的に学ぶ場としてのラーニングコモンズ
を実現し，図書館カフェという魅力的な構成要素を取
込んだこの図書館は，いまや東北大学というアカデミッ
クコミュニティの核として育ち始めているのである。16）
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